
　
こ
の
時
期
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
、

交
通
量
の
増
加
や
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、

夕
暮
れ
・
夜
間
に
重
大
な
交
通
事
故
が

発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
住
民
一
人
一
人
の
防
火
意
識

を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
運
動
の
関
連
行
事

◎
街
頭
啓
発
活
動

　

交
通
安
全
の
啓
発
の
た
め
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
ま
す
。

と
き　

12
月
２
日（
金
）14
時
～

と
こ
ろ　

カ
セ
ギ
交
差
点
（
株

　

式
会
社
朝
日
倉
庫
前
）

交
通
事
故
防
止
の
た
め 

反
射
タ
ス
キ
な
ど
を
無
料
配
布

配
布
す
る
反
射
材

　

▽
反
射
タ
ス
キ

　

▽
靴
に
貼
る
反
射
シ
ー
ル

※
ど
ち
ら
も
一
人
一
つ
ま
で
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

配
布
場
所　

市
役
所
総
務
課
、

上
下
支
所
、
府
中
交
通
安
全

協
会
（
府
中
警
察
署
内
）

※
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心

掛
け
、
高
齢
者
や
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
慮
し

た
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
・
夜
間
の
外
出
時
に
は
、

反
射
材
を
活
用
し
て
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
　

飲
食
店
な
ど
で
飲
酒
す
る
際
は
、
必
ず
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

火
に
か
け
た
油
鍋
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

再
確
認
す
る
。

　

た
ば
こ
の
火
は
確
実
に
消
す
。

　

ろ
う
そ
く
の
使
用
に
注
意
す
る
。

　

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放

置
し
な
い
。

　

た
き
火
を
す
る
と
き
は
消
火
準
備
を

し
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

実
施
期
間
　
12
月
１
日（
木
）～
10
日（
土
）

実
施
期
間
　
12
月
20
日（
火
）～
31
日（
土
）

年
末
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

年
末
特
別
火
災
予
防
運
動

交通事故
防止

火災
予防

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

（
☎
４
３-

７
２
１
１
）

1

1

2

234

3

56

問
い
合
わ
せ
先　

福
山
地
区
消

　

防
局
予
防
課
（
☎
０
８
４-

９

　

２
８-

１
１
９
２
）

■消防団による年末特別警戒
　この運動期間中、市内全域で消防団が各
町内の特別警戒を行います。
とき　12月25日（日）～29日（木）20時～23時

問い合わせ先　市役所総務課（☎
　４３-７２１１）、府中消防署（☎
　４３-７１８３）または小塚出張
　所（☎６２-２１１９）

平成28年度全国統一防火標語

「消しましょう　その火その時　その場所で」
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